
　
鈴
木
善
幸
元
内
閣
総
理
大
臣
の
像

と
顕
彰
碑
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
７

月
　
日
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２０
　
会
場
と
な
っ
た
町
中
央
公
民
館
前

に
は
７
０
０
人
が
来
場
。
神
事
に
続

い
て
行
わ
れ
た
除
幕
で
は
、
親
族
の

鈴
木
俊
一
衆
議
院
議
員
や
麻
生
太
郎

衆
議
院
議
員
、
水
産
関
係
者
や
町
内

の
小
中
学
生
ら
の
手
で
幕
が
引
か
れ
、

鈴
木
元
総
理
の
像
が
お
披
露
目
さ
れ

ま
し
た
。
像
は
ブ
ロ
ン
ズ
製
で
高
さ

２
・
２
㍍
、
首
相
に
就
任
し
た
　
歳
６９

こ
ろ
の
全
身
像
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
時
着
て
い
た
ス
ー
ツ
や
靴

な
ど
も
現
物
を
元
に
再
現
さ
れ
、
像

が
そ
の
姿
を
現
す
と
会
場
か
ら
は
盛

ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
は
町
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル
に
会
場
を
移
し
、
県
立
宮
古

水
産
高
校
の
生
徒
が
宮
水
太
鼓
と

エ
ー
ル
を
披
露
し
ま
し
た
。
続
い
て

行
わ
れ
た
記
念
式
典
で
は
、
主
催
者

を
代
表
し
て
顕
彰
す
る
会
会
長
の
沼

崎
喜
一
町
長
が
「
善
幸
先
生
は
常
に

漁
民
の
代
表
で
あ
る
こ
と
を
心
に
銘

じ
、
ま
た
和
を
大
切
に
す
る
政
治
家

善
幸
さ
ん
の
遺
徳
を
後
世
に

鈴
木
元
総
理
の
像
と
顕
彰
碑
が
完
成
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
る

●特集　鈴木善幸

除幕参加者にインタビュー

　ぼくはこれまで、鈴木善幸

さんがどんな人なのか知りま

せんでした。ポスターなどで

鈴木俊一さんは見たことが

あったので、像を見てすごく

似てるなあと感じました。山

田出身で総理大臣になったと

いうことを知って、すごい人

が山田にいたということが分

かり、とても驚きました。
西 川 太 

た

 一 君
いち

（山田南小６年）

⑤

【８】

で
し
た
。
ま
た
、
偉
ぶ
ら
ず
皆
さ
ん

に
や
さ
し
く
言
葉
を
掛
け
る
こ
と
か

ら
、
私
た
ち
町
民
は
も
と
よ
り
多
く

の
国
民
か
ら
『
善
幸
さ
ん
』
と
親
し

ま
れ
ま
し
た
。
善
幸
先
生
は
　
歳
で

９３

ご
長
寿
を
ま
っ
と
う
さ
れ
ま
し
た
が
、

郷
土
の
生
ん
だ
大
政
治
家
と
し
て
の

灯
火
は
消
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
場
所
は
善
幸
先
生
が
卒
業
さ
れ

た
山
田
尋
常
高
等
小
学
校
の
跡
地
で

あ
り
、
昭
和
　
年
に
総
理
大
臣
と
し

５７

て
郷
土
入
り
さ
れ
た
と
き
町
民
が
お

迎
え
し
た
記
念
す
べ
き
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。
善
幸
先
生
に
は
生
誕
の
地

か
ら
三
陸
の
海
を
眺
め
、
日
本
の
国

と
郷
土
の
皆
さ
ま
の
末
永
い
安
寧
と

反
映
を
見
守
り
つ
づ
け
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
全
国
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
の
服
部
育
弘
代
表
理

事
会
長
の
祝
辞
に
続
き
、
親
族
を
代

表
し
て
長
男
の
鈴
木
俊
一
衆
議
院
議

員
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
顕
彰
す
る
会
か
ら
銅
像

と
顕
彰
碑
一
式
が
町
に
寄
付
さ
れ
た

ほ
か
、
集
め
ら
れ
た
寄
付
金
の
残
金

が
鈴
木
善
幸
記
念
館
（
文
庫
）
の
建

設
基
金
と
し
て
町
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
中
島
誠
之
助
さ
ん

に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
中
島

さ
ん
は
青
年
時
代
に
善
幸
さ
ん
の
計

ら
い
で
漁
船
に
乗
り
、
外
国
へ
行
っ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
披
露
。
出
席

者
は
講
演
を
聴
き
な
が
ら
秦
善
幸
さ

ん
紳
の
在
り
し
日
の
面
影
を
し
の
ん

で
い
ま
し
た
。

来場者にインタビュー

　思っていたより大きく

て、立派な像ですね。善

幸さんが初めて選挙に立

候補したとき、実家の父

が県立水産学校の同級生

だったこともあって、み

んなで応援しました。後

援会の集まりがあったと

き、善幸さんにお酌した

ことを覚えています。

佐藤マサさん（長崎・７４）＝
写真左＝、 藤ヨヲさん（長
崎・７２）姉妹

ただきまして、まことに光栄のことでございます。

　私の父は山田に生を受け、小さいころから海に親

しみ、そして古里山田をこよなく愛しておりました。

政界に入りいろいろな仕事をさせていただきました

が、父は終始古里山田町をはじめとするこの三陸・

岩手県の発展と、そして水産業の振興のために尽く

したその初心を忘れなかった政治家であったと思い

ます。晴れがましいことを好まない父でしたので、

晩年は折に触れ叙勲のごさたもありましたが辞退し

ておりました。けれども、唯一お申し出を受けて大

変喜んでおりましたのは、古里山田町の名誉町民の

称号と、もう一つは大日本水産会から贈られた「水

産 翁 」という称号でした。郷里を愛し、そして水産
おう

業の振興に努めてきた父にとっては、この２つの称

号が何ものにも代えがたい誉れであったと思ってお

ります。

　今回は郷里の皆さま、そして水産会の皆さまを中

心とした方々の真心によりまして立派な銅像を建立

していただき、父も恐縮しながらも深く深く感謝を

していることと存じます。７月１９日はちょうど父

の４回目の命日でございました。その折にこのよう

な銅像を建立していただき、心から感謝を申し上げ

ます。まことにありがとうございました。

①鈴木俊一さんらの手により
行われた除幕の様子／②顕彰
する会の阿部金一副会長から
銅像一式と寄付金の目録を受
け取る沼崎町長／③宮古水産
高校の生徒による宮水太鼓の
演舞／④除幕式に先立ち披露
された山田高校吹奏楽部の演
奏／⑤記念講演で鈴木元総理
との思い出を語る中島誠之助
さん

②

③

④

①

　父を顕彰する会の皆

さま方の温かいお気持

ちによりまして、山田

町民の皆さまをはじめ、

県民そしてまた全国の

水産業会を中心とした

皆さまのご協力により

父の銅像を建立してい

お礼の言葉

　鈴 木　俊 一

【９】


